気候 変動 と 途上 国債 務 の 被害 は G7 が 賠償 すべ き 
稲垣 豊 ATTAC Japan (首都 圏 ) 
ドイ ツ ・ エ ル マ ツ G7 サミ ッ ト で 発足 し た 「G7 気候 クラ ブ 」 


「 世 界 は 売り 物 で は な い ! 」「 戦 争 も 差別 も 挫 取 も な いも う ひ と つの 世界 を ! 」 を 合言葉 に グロ ー バ ル な 視野 で 活動 し よう と 考え 
る 市 民 運 動 「attacl」 と いう ネッ トワ ー ク で 活動 し て いま す 。 CGC7 を は じ め と する 国際 会 議 で も 「 気候 変 動 」 が 大 き な テ ー マ と な っ て 
お り 、 それ に 対抗 する 取り 組み に お いて も 、 また この テー マ を 外す こと は で きま せん 。 


G7 は 、 気候 変動 を 議論 する 国際 会 議 COP に お いて 、 自国 の 産業 界 の 意向 を ふま えた 利害 対立 を 含み つつ 、 旧 植 民 地 諸 国 
を 中 心 と する グロ ー バ ル サ ウ ス に 対し て は 、 エネ ルギー 資本 や 国際 金融 資本 を 通じ て 議論 を リー ド し よう と し て ぎました 。 


昨年 6 月 の ドイ ツ ・ エ ル マ ウ G7 サミ ッ ト で 議論 され た 「 気 候 ク ラブ 」 が 、 先日 発足 し まし た 。 (事務 局 は 経済 協力 開発 機構 OPC 
D と 国際 エネ ルギー 機関 TEEA に 斬 定 要請 )CO2 排 出 第 7 位 で 来年 の G7 の 議長 国 ・ 日 本 の 岸田 文雄 首相 が この 「 気 候 ク ラブ 」 
の 議論 を どの よう に 位置 づけ る の か 、 今後 批判 的 に 見 て いく 必要 が あり ます 。 


多 何 も し て いな い の に 「 リ ー ダ ー」 を 便 称 


世界 197 カ国 地域 の 気候 対策 を 議論 する 気候 変動 枠組 条約 締約 国会 議 COP に お いて も 首脳 クラ ス が 参加 する 「 リ ー ダ ー ズ 
サミ ッ ト 」 と いう も の が 開催 され て いま す 。 岸田 首相 は 今年 の COP27 (11 月 6 日 か ら 15 日 間 に わ た っ て エジプト の シナ イ 半 上島 
の 南端 、 シャ ルム ・ エ ル ・ シ ェ イ ク で 開催 ) に は 参加 し ませ ん で し た が 、 昨年 の イギリス ・ ス コッ トラ ンド 、 グラ スゴ ー で 開催 され た 
COP26 の 「 リ ー ダ ー ズ サミ ッ ト 」 に は 参加 し 、「 人 類 共通 の 課題 に 日 本 は 総力 を 挙げ て 取り 組ん で いく 」 と 述べ て いま す 。 


し か し 、 より 根本 的 な 気候 対策 を 訴え て 学校 スト ライ キ を 続け る グレ タ ・ ト ゥ ン ベ リ さん は 最近 日 本 で 出版 され た 『 気 候 変動 と 環 
境 危機 いま 私 た ち に で きる こと 』 (河出 書房 新 社 ) と いう 本 の な か で 怒り を こめ て 次 の よう に 述べ て いま す 。 


「C02 を 大 量 に 排出 する 化石 燃料 の 生産 国 が 、 まとも な 気候 問題 の 削減 策 を 何ら し て いな い の に 、 みず か ら を 『 気 候 リ ー ダ ー』 
と 称す る 事態 に な っ て いる 」(2p) 


化石 燃料 と は 石炭 や 石油 、 天然 ガ が ス の こと で 、 上 位 の 生産 国 と は アメ リカ 、 ロシア 、 中 東 で す が 、 当然 これ ら の 生産 国 は 売る 
た め に 生産 し て いる の で 、 化石 燃料 を 100% 輸 入 し て いる 排出 大 国 ・ 日 本 も 同列 に 批判 され る べき で す 。 


ウ ソ と カラ クリ の 岸田 流 「 カ ー ボ ン ニ ュー トラ ル 」 


岸田 首相 は 今年 の COP に は 参加 し ませ ん で し た が 、 その 前 の 6 月 に アメ リカ が 主宰 する 「 エ ネル ギー と 気候 に 関す る 主要 経 
済 フ ォ ー ラ ム :MEF」(※1) と いう 国際 会 議 に ビデ オメ ッ セ ー ジ で 参加 し て こう 述べ て いま す 。 


「 私 の 進め る 『 新 し い 資 本 主義 の も と 、 2050 年 の カー ボン ニュ ー ト ラル 、 2030 年 の 温室 効果 ガス 46% 削 減 …*『 成 長 志向 型 
カー ボン プラ イシ ング 』・… 私 が 掲げ る 『 ア ジア ・ ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 共 同 構想 』・… 持 続 的 な 経済 成長 を 実現 し な が ら 脱 炭素 化 に 
取り 組ん で いき ます 」。 


この 政策 すべ て が デタラメ の 約束事 で す 。 詳し く 批 判 す る 時 間 は な い の で す が 、 報道 な ど で は 「 実 質 ゼ ロ 」 と 呼ば れる 「 カ ー ボ 
ン ニ ュー トラ ル 」 と は カラ クリ に 満ち た 「 差 し 引き ゼロ 」 で し か あり ませ ん 。 COP で 議論 され る 「 実 質 ゼ ロ 」 は 実際 ゼロ で は な く 、「 カ 
ー ボ ンプ ライ シン グ 」 と は 排出 炭素 に 値段 を つけ て 市 場 化 三 商 品 化し 、 その 人 売り 買い を 通じ て 削減 し た こと に する 「 グ リー ン ウ 
ォ ッ シュ 」 (似非 エコ 対策 ) で すし 、 「 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 」 と は 、 火力 発電 の 燃料 を CO2 の 出 な い ア ン モ ニア を 石炭 に まぜ て 使う 技 
術 で 世界 か ら も 批判 され て いま す 。 か り に 100%% ア デン モニ ア で 実現 する に は 全 世 界 の 輸出 量 の 5 倍 の アン モニ ア が 必要 に な 
る 計算 で す 。 さら に コス ト に 見 合う 技術 も 確立 し て いな い の で 、 10 年 以上 も 先 の 話 な の で す 。 


人 グロー バル ノース の 責任 と 補償 を 問う 


今回 の COP で は 、 気候 変動 に 責任 の な い グ ロー バル サウ ス ( 旧 植民 地 諸国 が 中 心 ) が 被る 「 損 失 と 損害 」 (ロス を ダメ ー ジ ) 基 
金 の 設立 が 決ま り ま し た 。 し か し それ は 1990 年 代 初頭 か ら 提起 され 、 COP に お いて 10 年 以上 前 か ら 議論 され 、 そし て 当初 
は 言わ れ て いた 排出 大 国 に よる 「 補 償 」 と いう 概念 が 外さ れ て 現在 に 至っ て いま す 。 


温室 効果 ガス は 産業 革命 、 と くに 帝国 主義 が 本 格 的 に 台頭 する 19 世紀 以降 に 帝国 主義 諸国 の 所 業 に よっ て 膨大 に 排出 さ 
れ た の で あり 、 その 意味 で 「 途 上 国 」 と 呼ば れる 旧 植 民 地 諸国 の 人 びと に は 責任 は あり ませ ん 。 産業 革命 後 、 と くに 帝国 主義 
が 拡大 し て いく な か で CO2 排 出 が 増大 し て いる の で 、 帝国 主義 諸国 を 中 心 と する グロ ー バ ルノー ス と 旧 植 民 地 諸国 の グロ ー 
バル サウ ス の 責任 が 異な る こと は COP で も コン セン サス に は な っ て いま す 。 


し か し 、 これ まで に 排出 され た 人 人為 起 源 の CO2 の 三 分 の 一 は 2005 年 以降 に 排出 され た と いわ れ て お り 、 いう まで も な く 2000 
年 に 世界 貿易 機関 WTO に 加盟 し た 中 国 の 資本 主義 グロ ー バ リゼ ーション へ の 回 帰 が 大 きく 影響 し て いる こと は 明らか で す 。 
多く の 排出 大 国 は この 「 補 償 」 と いう こと に つい て 議論 を 封じ 込め て いま す 。 


人 グロー バル サウ ス の 重 債 務 と 気候 災害 


この よう な 「 す り 替 え 」 は 、 COP 直 前 に 大 洪水 に 見 舞 わ れ て 日 本 と 同じ 面積 に あたる 国土 の 3 分 の 1 が 水没 し 、 3000 万 人 以 
上 の 被災 者 を 出し た パキスタン な ど 、 グロ ー バ ル サ ウ ス が 抱え る 公 的 債務 に つい て も 言え る こと で す 。 公 的 債務 問題 は G7 で 
も 議論 され 、 国際 的 な 市 民 運 動 の あい だ で も 議論 に な っ て いる テー マ で す 。 


国家 が 破たん する ほど の 人 慎 務 の 貸し 手 は 日 本 を 含む 旧 帝 国 主義 諸国 で す 。 中 国 な ど 新興 の 貸し 手 は 前 例 を 真似 し て いる に 
すぎ ませ ん 。 「 途 上 国 支援 」「 貧 困 削 減 」 と いう 美 名 の も と に 、 実際 に は 自国 の 産業 や 金融 資本 の 必要 か ら の 融資 で あり 、 融資 
を 通じ て その 国 の 独裁 者 や 資本 家政 府 と つなが っ て きま し た 。 


パキスタン の 大 洪水 は 、 例年 の 数 倍 も の 大 雨 に 加え て 温暖 化 に よる 山脈 氷河 の 溶解 が 影響 し て いる と 言わ れ て いま す 。 本 来 
で あれ ば 緊急 支援 だ け で な く パ キス タン の 国家 財政 を 圧迫 し て きた 公 的 債務 を 帳消し に する こと が 何より の 支援 に な る は ず 
で す 。 し か し ここ で も 債権 者 で ある G7 や IMP な ど は 「 支 援 」 と いう 名 の 新た な 借金 、 せ い ぜ い の と ころ 支払 い の 繰り 延べ 程度 
し か 認め ず 、 し か も 民営 化 な どの 新 自由 主義 政策 に よる 構造 政 革 まで も 押し 付け る の で す 。 こう し て 責任 と 補償 で な く 「 支 援 」 
こす り 替 えら れ て 現在 に 至っ て いま す 。 


さら に IMF は 、 気候 対策 を 進め た 国 に は 借金 を 棒 引 き し て も いい と いう 「 気 候 ス ワッ プ 」 な ど と いう 手法 を 提案 し て いま す が 、 こ 
れ も ま た 「 補 償 」 で は な く 、 「 援助 」 や 「 貢 任 ] と いう すり 替え に よる も の で す 。 


System Change, not Climate Change ! (気候 で は な く 資 本 主義 シス テム を 変え よう ! ) 


気候 変動 も 「 途 上 国 」 債 務 も ね 、 すべ て それ を 作り 出し た 原因 で ある グロ ー バ ル な 資本 主義 シス テム 、 つま り G7 サ ミッ ト 体 制 か ら 
の 大 転換 、 つま り グ レタ さん は じ め 世 界 の クラ イメ ー ト ジャ ステ ィ ス 運動 が 掲げ る 「 シ ステ ムチ ェ ン ジ 」 で し か 問題 の 根本 解決 に 
は 至り ませ ん 。 (System Change, not Climate Change! テ 気候 で は な く シ ステ ム を 変え よう ) 


ここ で いう 「 シ ステ ム 」 と は 「 資 本 主義 ンス テム 」 の こと で す 。 グレ タ さ ん は 「 資 本 主義 ] と いう 言葉 は 使っ て いま せん が 、 先 に 紹 
介し た 本 で は 、 次 の よう に 述べ て いま す 。 


「CO2 の 排出 問題 を 引き 起こ し 、 地球 を 消耗 させ て いる の は 人 間 そ の も の で は な く 、 一 部 の 人 びと が し て いる こと ・・ 大 惨事 を 
起こ し て いる の は 、 一 部 の 人 びと の 普 慣 や 振る 舞い と 、 私 た ちの 経済 構造 が 相まって の こと ・…・ 奴 隷 制 と 植民 地 に よっ て 産業 
革命 は 拍車 を か けら れ 、 グロ ー バ ルノー ス ( 北 の 先進 国 ) に 、 と くに そこ に 住む 少数 の 人 びと に 信じ が た い ほ どの 富 を も た らし た 。 
その 極端 な 不正 義 こそ 、 私 た ちの 近代 社会 が 築 か れ た 土台 な の だ 。 」 (19p) 


これ は 資本 主義 の 最終 段階 と し て の 帝国 主義 が これ まで 引き 起こ し て きた 問題 を 、 クラ イメ ー ト ジャ ステ ィ ス の 立場 か ら と ら え 
直し た 議論 と 言え ます 。 


G7 サ ミッ ト は 資本 主義 シス テム の 延命 の た め に 始ま っ た 経緯 が あり 、 いま で も その た め に 行わ れ て いる の で あり 、 「 シ ステ ムチ 
ェ ン ジ 」 の 考え と は 真 逆 の 国際 会 議 な の で す 。 


- パ * 衣 WMNi NO 2 


岸田 流 「 新 し い 資本 主義 ]」 と は 周回 遅れ の 古典 的 政策 


分 か りや すい 例 が 、 来年 の G7 議 長 国 の 岸田 首相 が 昨年 10 月 に 内 閣 に 設置 し た 「 新 し い 資 本 主義 実現 本 部 ] で し ょ う 。 名 前 
か らし て 「 シ ステ ムチ ェ ン ジ 」 と は 真 逆 で す 。 


担当 大 臣 だ っ た 山際 大 志郎 は 家父 長 制 の 反共 カル ト ・ 統 一 教会 と の 強い 結び つき か ら 事 実 上 更 衝 さ れ ま し た が 、 これ こそ 「 新 
し い 資本 主義 ] の 内 実 を 如 実 に 反映 し て いる と 言え ます 。 


気候 変動 対策 も お おおきな テ ー マ の 一 つと な っ て いる 「 新 し い 資本 主義 」 は 、 「 成 長 と 分 配 ] と いう 十 い 資本 主義 の 焼き 直し で す 
が 、 そこ で 最初 に 焼け 出さ れる の は 「 人 へ の 投資 」「 ス テッ プア デップ 」 と いう 美 名 の も と で 選別 され 挫 取 を 強化 され る 労働 者 た ち 
で す 。 それ は 今年 の G7 議長 国 の ドイ ツ の 与党 ・ ド イツ 社会 民主 党 と いう 伝統 的 な 社会 民主 主義 政党 が 進め る 政策 の 周回 層 
れ の 古い 資本 主義 の 政策 で し か あり ませ ん が 、 長引く 中 央 銀行 の 国債 引き 受け か ら 、 大 軍拡 、 大 増税 と いっ た 「 戦 時 イン フレ 
経済 ] の 足音 は 、 他 の G7 諸国 に 比べ て も 、 きわ め て 深刻 な も の に な っ て いま す 。 


岸田 首相 は 資本 主義 いう シス テム が 引き 起こ し た 「 人 類 共通 の 課題 | を 、 一 部 の 人 びと 、 つま り 「 新 し い 資 本 主義 」 い う 、 資 
本 家 の 立場 に た っ た 解決 策 で 乗り 切 ろ うと し て いま す が 、 当然 乗り 切る こと は で きま せん 。 


多 新しい エコ 社会 主義 に 向け た 議論 を ! 


私 は これ に 対し て 、 グレ タ さ ん ら の 掲げ る クラ イメ ー ト ジャ ステ ィ ス を は じ め 、 みな さん の 反戦 反核 の た た か いや 人 権 や フェ ミニ 
ズム の た た か い に 学 びな が ら 、「 新 し い エコ 社会 主義 」 に よっ て 解決 すべ きだ と 思っ て いま す 。 


新しい エコ 社会 主義 と は 、 資本 家 や 旧 ソ 連 や 中 国 の 党 官 僚 の 言う よう な 「 社 会 主義 ] で は あり ませ ん 。 それ は 家父 長 制 の 資本 
主義 ンス テム に 対抗 し て きた 労働 者 の た た か いや 女性 た ちの 奮闘 、 民族 自決 や 平和 の た め の た た か いと いう 歴史 的 土台 と 、 
いま 登場 し つつ ある クラ イメ ー ト ジャ ステ ィ ス を 求め る 若者 た ちの 取り 組み の うえ に 築 か れる 社会 、 つ まり 「 各 人 の 自由 な 発展 が 
万 人 の 自由 な 発展 の 条件 で ある よう な 一 つの 結合 社会 」 を めざす も の で す 。 


4 時 間 は 労働 の た め に 、 8 時 間 は 休息 の た め に 、 12 時 間 は 自分 た ちの た め に ! 


資本 主義 ンス テム 、 つま り 利潤 の た め の 大 量 生 産 ・ 大 量 浪費 が 環境 を 破壊 し 、 気候 変動 を 引き 起こ し て いる わけ で すか ら 、 
その よう な 生産 シス テム を 拒否 する 「 新 し い エ コ 社 会 主義 」 が 対置 さん て も いい と 思い ます 。 コロ ナ 感 染 が 広がる 中 、 こん な ス 
ロー ガン が 出回っ て いま す 。 「4 時 間 は 労働 の た め に 、 8 時 間 は 休息 の た め に 、 そし て 12 時 間 は 自分 た ちの た め に 」。 これ こそ 
エコ 社会 主義 の 気候 変動 対策 の メイ ンス ロー ガン の 一 つ で す 。 


それ は 新 自由 主義 が 進め て きた 公共 サー ビス の 民営 化 の 流れ を 逆転 させ 、 安定 し た 雇用 と 生活 で きる 賃金 、 ゆとり ある 生活 、 
充実 し た 福祉 や 教育 と いっ た 政治 ・ 経 済 ・ 文 化 ・ 生 活 す べ て の 領域 に お ける シス テム チェ ンジ を 伴う も の で す 。 


ウ クラ イナ の エコ 社会 主義 者 と と も に 


また 「 気 候 戦 争 」 と も いえ る 天然 ガス 大 国 ロ ン ア の ウクライナ へ の 侵略 に 対し て も 、 世界 の エコ 社会 主義 者 た ち は 「G7 諸国 は ウ 
クラ イナ の 人 びと の た めで は な く 、 自分 た ちの こと し か 考え て いな い 」 と 批判 し つつ 、 ロ シア の 天然 ガス と の 決別 と 再生 可能 エ 
ネル ギー へ の 転換 を 訴え て いま す 。 日 本 政府 は ロシア を 言葉 の うえ で は 批判 し て いま す が 、 ロ シア 政府 の プロ ジェ クト で ある 
「 サ ハリ ン 1・ サ ハリ ン 2」 の 油田 と ガス 田 に も つ 利 権 を 手放す こと が で き て いま せん 。 この 点 も また 大 きく 批判 され る べき で す 。 


G7 諸 国 に よる 「 ウ クラ イナ 債務 者 グル ー プ 」(※2) は 、 8 月 以降 の ウクライナ 債務 の 返済 猫 予 を 発表 し まし た が 、 これ も また ウ ク 
ライ ナ 人 民 を 国際 金融 資本 の 鎖 か ら 解放 する も の で は な く 、 戦後 も それ に 縛り 続け る 物 だ と 批判 され て いま す 。 ここ で も ウ ク ラ 
イナ の エコ 社会 主義 者 た ち は 、 返済 猪 予 で は な く 、 国際 的 な 不当 債務 帳消し 運動 が 積み 上 げ て ぎ た 大 衆 的 な 債務 監査 を 通 
じ た 無 条件 の 帳消し が 必要 だ と 訴え て いま す 。 


広島 、 全国 、 全 世界 の みな さん と 「 私 た ちの 世界 に G7 サミ ッ ト は いら な い 」 の 声 を 上 げ て いた いと 思い ます 。 
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※1 エネ ルギー と 気候 に 関す る 主要 経済 フォ ー ラ ム (MEF) : オ バ マ 大 統領 が 、 国連 気候 変動 梓 組 条約 第 15 回 締約 国会 
議 (COP15 コペン ハー ゲン ) で の 成果 に 向け 、 先進 国 と 途上 国 間 の 議論 を 通じ 、 政治 的 リー ダー シッ プ を 創出 する こと 等 を 目 
的 と し て 、 2009 年 3 月 に 創設 し た 枠組 み 。 基本 参加 国 ・ 地 域 : 主 要 排出 国 17 か 国 ・ 地 域 (日 本 、 米国 、 中 国 、 ロン ア 、 イ ンド 、 

ドイ ツ 、 カナ ダ 、 英国 、 イタ リア 、 韓国 、 フラ ンス 、 メキ シコ 、 オー スト ラリ ア 、 南ア フリ カ 共 和 国 、 イン ド ネ シア 、 ブラ ジル 及び EU) 、 
COP 議長 国 、 国連 (国連 気候 変動 枠組 条約 事務 局 な ど )、 パリ 協定 特別 作業 部 会 (APA) 共同 議長 、 ニュ ー ジ ー ラ ンド 、 シン 
ガボール 、 サウ ジア ラビ ア 等 も す オプ ザー バー と し て 参加 。 参加 国 の 排出 量 は 世界 全体 の 約 8 割 を 占め る 。 


※2 ウクライナ 債権 者 グル ー プ :G7 の カナ ダ 、 フラ ンス 、 ド イツ 、 日 本 、 英国 、 米国 の 6 カ国 (イタ リア は オブ ザー バー) 。 オブ 
ザー バー は 、 オー スト ラリ ア 、 オー スト リア 、 ベル ギー、 プラ ジル 、 デン マー ク 、 フィ ン ラ ンド 、 アイ ル ラ ンド 、 イス ラ エ ル 、 イタ リア 、 
韓国 、 オラ ンダ 、 ノ ルウ ェ ー、 スペ イン 、 スウ ェ ー デ ン 、 スイ スズ 。 

(参考 ) ウ クラ イナ に 対す る 債務 支払 釘 予 に つい て (財務 省 *2022 年 7 月 20 日 ) 
https://www.mof.go.jp/policy/international_policy/economic_assistance/others/20220720.html 


稲垣 豊 ( い な が ぎ き ゆたか ) 1973 年 生ま れ 。 1989-93 年 に 中 国 ・ 東 北 に 留学 。 2000 年 に ATTAC( ア タッ ク ) 首都 圏 の 結成 
に 参加 し 現在 に 至る 。 公共 サー ビス 民営 化 、 不当 債務 や 気候 変動 な ど グ ロー バル な 課題 へ の ラディ カル な 運動 を 模索 。 香 
港 ・ 中 国 の 草の根 の 労働 者 運動 の 紹介 と 連帯 が ライ フワ ー ク 。 


